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学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences ）

学士（文学）
（Bachelor
of Arts）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences ）

学士（教育
学）
（Bachelor
of
Education）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences ）

学士（法学）
（Bachelor
of Laws）

平成30年度第1年次

平成12年度第1年次

昭和24年度第1年次

昭和24年度第1年次

420

604

184

756

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ｷｭｳｼｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 九州大学　(Kyushu University)

　　年　月
第　年次

大 学 本 部 の 位 置 福岡市西区元岡744

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ ｷｭｳｼｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　九州大学

大 学 の 目 的
　九州大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）の精神に則り、学術の中心として
広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能
力を展開させることを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

 医学に関する知識・技術の教育及び広い見識と深い人間理解を基盤にし、医療・保健
の指導・実践者、研究者へと発展する優れた医療人を育成することを目的とする。
　また、医学・生命科学及び保健学の領域において病む人々や、健康を願う人々の心を
理解し、国際社会及び地域社会に貢献するという基本方針のもとに、自己学習能力を高
める教育を目指す。
　今回の入学定員増員は、「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」（平成３０年６
月１４日閣議決定）及び「令和４年度の医学部臨時定員の暫定的な維持について（通
知）」（令和２年１１月２５日付け２文科高第７３９号文部科学省高等教育局長、医政
発１１２５第５号厚生労働省医政局長通知）に基づき、地域の医師確保等の観点から行
うものである。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人

共創学部
（School of
Interdisciplinary
Science and
Innovation）

共創学科
（Department of
Interdisciplinary
Science and
Innovation）

文学部
（School of Letters）

人文学科
（Department of
Humanities

法学部
（School of Law）

105

151

46

189

教育学部
（School of
Education）

1



福岡市西区元岡744

4

4

福岡市西区元岡744

4 －

4 －

4 －

4

4 －

6 －

4 －

4 －

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences ）

学士（経済
学）
（Bachelor
of
Economics）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences ）

学士（理学）
（Bachelor
of Science）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences ）

学士（医学）
（Doctor of
Medicine）

学士（生命医
科学）
（Bachelor
of
Biomedical
Science）

学士（看護
学）
（Bachelor
of Nursing）

学士（保健
学）
（Bachelor
of Health
Sciences）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences）

平成12年度第1年次

昭和52年度第1年次

昭和24年度第1年次

昭和24年度第1年次

平成2年度第1年次

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

昭和24年度第1年次

昭和24年度第1年次

 令和4年度第1年次

平成19年度第1年次

平成14年度第1年次

184

635
(630)

48

536

3年次
10

3年次
10

3年次
5

584

360

220

248

180

210

経済・経営学科
（Department of
Economy and
Business）

経済工学科
（Department of
Economic
Engineering）

理学部
（School of Science）

141

生命科学科
（Department of
Biomedical
Science）

保健学科
（Department of
Health Sciences）

85

134

経済学部
（School of
Economics）

医学部
（School of
Medicine）

物理学科
（Department of
Physics）

化学科
（Department of
Chemistry）

地球惑星科学科
（Department of
Earth and
Planetary
Sciences）

数学科
（Department of
Mathematics）

生物学科
（Department of
Biology）

医学科
（Department of
Medicine）

55

62

45

50

46

110
(105)

12

医学部医学科の今
回の5名の入学定
員の増員は、令和
4年度のみの臨時
定員増である。
また、医学部医学
科の令和3年度に
おける収容定員は
664人である。

（人）

入学
定員

収容
定員

令和４年度 110 663

令和５年度 105 657

令和６年度 105 651

令和７年度 105 645

令和８年度 105 640

令和９年度 105 635

令和10年度 105 630

2



6 －

4 －

6 －

福岡市西区元岡744

4 －

4 －

4 －

4 －

4

4 －

4 －

4 －

4 －

学士（歯学）
（Doctor of
Dental
Surgery）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences）

電気情報工学科
（Department of
Electrical
Engineering and
Computer Science）

材料工学科
（Department of
Materials）

応用化学科
（Department of
Applied
Chemistry）

化学工学科
（Department of
Chemical
Engineering）

融合基礎工学科
（Department of
Interdisciplinary
Engineering）

機械工学科
（Department of
Mechanical
Engineering）

航空宇宙工学科
（Department of
Aeronautics and
Astronautics）

量子物理工学科
（Department of
Applied Quantum
Physics and
Nuclear
Engineering）

船舶海洋工学科
（Department of
Naval Architecture
and Ocean
Engineering）

3年次
20

53

72

38

57

135

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

昭和42年度第1年次

平成18年度第1年次

平成18年度第1年次

令和3年度第1年次

学士（工学）
（Bachelor
of
Engineering
）

学士（創薬科
学）
（Bachelor
of Medicinal
Sciences）

学士（薬学）
（Bachelor
of Clinical
Pharmacy）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences）

288

152

268

540

116

152

136

318

196

180

612

212

新
設
学
部
等
の
概
要

53

49

30

153

歯学部
（School of
Dentistry）

歯学科
（Department of
Dentistry）

薬学部
（School of
Pharmaceutical
Sciences）

創薬科学科
（Department of
Medical Sciences）

臨床薬学科
（Department of
Clinical
Pharmacy）

工学部
（School of
Engineering）

29

38

34

3



4 －

4 －

4 －

4 0 －

4 0 －

4 0 －

4 0 － 令和３年度より学
生募集停止

4 0 －

4 0 －

4 －

4 0 －

4 0 －

4 0 － 令和２年度より学
生募集停止

4 0 －

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences）

音響設計学科
（Department of
Acoustic Design）

平成15年度0

地球資源システム工
学科
（Department of
Earth Resources
Engineering）

土木工学科
（Department of
Civil
Engineering）

建築学科
（Department of
Architecture）

令和2年度第1年次

平成15年度

平成15年度

平成15年度

748

0

0

0

環境設計学科
（Department of
Environmental
Design）

工業設計学科
（Department of
Industrial
Design）

学士（芸術工
学）
（Bachelor
of Design）

福岡市南区
塩原4丁目9番1号

令和3年度第1年次

令和3年度第1年次

昭和29年度第1年次

平成8年度第1年次

平成9年度第1年次

平成10年度第1年次

平成10年度第1年次

令和3年度第1年次

308

232

0

0

0

0

0

0

136

58

画像設計学科
（Department of
Visual
Communication
Design）

建築学科
（Department of
Architecture）

電気情報工学科
（Department of
Electrical
Engineering and
Computer Science）

物質科学工学科
（Department of
Materials Science
and Engineering）

地球環境工学科
（Department of
Earth Resources,
Marine and Civil
Engineering）

エネルギー科学科
（Department of
Energy Science and
Engineering）

機械航空工学科
（Department of
Mechanical and
Aerospace
Engineering）

芸術工学部
（Department of
Design）

芸術工学科
（Department of
Design）

34

77

187

4



4 0 －

福岡市西区元岡744

4 －

芸術工学府

　　芸術工学専攻（廃止）
　　　　修士課程　　　　　　　　　　（△ 92）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（△ 25）
　　デザインストラテジー専攻（廃止）
　　　　修士課程　　　　　　　　　　（△ 28）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（△  5）
※令和4年4月学生募集停止

芸術工学府

　　芸術工学専攻

　　　　修士課程　　　　　　　　　　（  120）（令和3年7月設置報告済）

　　　　博士後期課程　　　　　　　　（   30）（令和3年7月設置報告済）

マス・フォア・イノベーション連係学府（研究科等連係課程基本組織）

　　博士前期課程　　　　　　　　（   12）（令和3年6月事前相談）

　　博士後期課程　　　　　　　　（   14）（令和3年6月事前相談）

学士（学術）
（Bachelor
of Arts and
Sciences）

共創学部　共創学科

学士（農学）
（Bachelor
of Science）

5122 26 0 3

（0） （176）

　　　　保健学科
15

（16） （65） （0） （26）

医学部　医学科
39 37 52 242 370 0 176

（39） （37） （52） （242） （370）

（4）

（2） （13） （46） （0） （6）

　　　　生物学科
10 10 4 12 36 0 2

（10） （10） （4）

30 19 0 16 65 0 26

（30） （19） （0）

理学部　物理学科
20 17 1 12 50 0 5

（20） （17） （1） （12） （50） （0） （5）

（16） （0） （7） （35） （0）

5

　　　　化学科
15 16 2 13 46 0 6

（15） （16）

（5） （1） （2） （3） （11） （0） （3）

　　　　地球惑星科学科
12 16 0 7 35 0 4

（12）

（12） （36） （0） （2）

　　　　数学科

経済学部　経済・経営学科
12 11 2 1 26 0 7

（12） （11） （2） （1） （26） （0） （7）

　　　　　経済工学科
10 7 2 3 22 0 6

（10） （7） （2） （3） （22） （0） （6）

1 2 3 11 0 3

6 13 20 54 0 132

（15） （6） （13） （20） （54） （0） （132）

　　　　生命科学科

（28） （0） （59）

法学部
25 18 2 2 47 0 15

（25） （18） （2） （2） （47） （0） （15）

芸術情報設計学科
（Department of
Art and
Information
Design）

農学部
（School of
Agriculture）

生物資源環境学科
（Department of
Bioresource and
Bioenvironment）

平成15年度

平成10年度第1年次

0

904

演習 実験・実習

教育学部
13 11 2 2 28 0 59

（13） （11） （2） （2）

計
2,554

(2,554)
3年次

45
10,667

(10,662)

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

　　－　　　　単位

教

員

組

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

新
人 人 人 人 人 人 人

（22） （26） （0） （3） （51） （0） （29）

助手

90

（21） （22） （8） （0） （51） （0） （90）

21 22 8 0 51 0
文学部　人文学科

計

－ 　－　科目 　－　科目 　－　科目 　－　科目

0 29

226

5



大学全体

大学全体

大学全体

農学部　生物資源環境学科

　　　　建築学科

　　　　地球資源システム工学科

　　　　量子物理工学科
5 8 0

　　　　機械工学科
18

9

19 0 15

0

12 0

　　　　船舶海洋工学科
6 3

（315） （110） （469） （1,284）

（56） （59） （1） （49） （165）

451 111 534 1,563

56 59 1 49 165

6

0 0

（0） （0）

芸術工学部　芸術工学科
14 36 2 20 72 0 268

（5） （7） （1） （9） （22） （0） （45）

（0） （3） （0） （0）

　　　　土木工学科
7 9 28 0 329

（3） （0） （0） （0） （3） （0） （0）

10 0 5 21 0 344

（3） （0） （0）

15 0 344

（3） （1） （0） （2） （6） （0） （0）

0 336

（2） （0） （0） （1） （3） （0） （0）

4 6 0 5

22 0 333

（5） （0） （0） （0） （5） （0） （0）

　　　　航空宇宙工学科
5 4 0 5 14 0 347

（2） （0） （0） （3） （5） （0） （0）

52 0 328

（3） （1） （0） （1） （5） （0） （0）

　　　　融合基礎工学科
9 12 0 9 30 0 377

（11） （5） （0） （5） （21） （0） （0）

　　　　化学工学科
6 5 0 11 0 335

（2） （2） （0） （0） （4）

　　　　応用化学科
12 10 0 0 22 0 331

（3） （0） （0） （1） （4） （0） （0）

15 0 4

（6） （2） （1） （6） （15） （0） （4）

歯学部　歯学科
19

工学部　電気情報工学科
30 22 0 7 59 0 339

（6） （0） （0） （3） （9） （0） （0）

　　　　材料工学科

45 94 0 87

（19） （14） （16） （45） （94） （0） （87）

薬学部　創薬科学科
6 2 1 6

（24） （0） （27）

14 16

織

の

概

要

設

分

24 0 27

（9） （7） （1）

計
467 0

　　　　臨床薬学科
9 7 1 7

（7）

（0） （40）

0 5 0 11

（390） （0） （－）

16 0 40

－

6 5 0 5 16 0 333

（3） （0） （0） （1） （4） （0） （0）

（0） （0）

0 2 11

（0） （－）
計

0 5 0 11 16 0 －

（0）

合　　　　計
467 456 111 545 1,579

（5） （0） （11） （16）

既

設
分

基幹教育院
（0） （5） （0） （11） （16）

0 －

（390） （320） （480） （1,300） （0） （－）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

（1,087）

図 書 館 専 門 職 員
68 0 68

（68） （0） （68）

（0） （1,087）

技 術 職 員
2,041 0 2,041

（2,041） （0） （2,041）

計

1,087

3,227 0 3,227

（3,227） （0） （3,227）

そ の 他 の 職 員
31 0 31

（31） （0） （31）

2,254,620㎡

運 動 場 用 地 196,368㎡ ㎡ ㎡ 196,368㎡

合 計 75,353,571㎡ ㎡ ㎡ 75,353,571㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 2,254,620㎡ ㎡ ㎡

小 計 2,450,988㎡ ㎡ ㎡ 2,450,988㎡

そ の 他 ㎡ 72,902,583㎡

㎡ 657,243㎡

（657,243㎡） （　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡） （657,243㎡）

3室

（補助職員　人） （補助職員　人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

316室 352室 114室
14室

657,243㎡ ㎡

72,902,583㎡ ㎡

（110）

0 1,087

6



大学全体

大学全体

国費による

【学部】

 共創学部 －

 共創学科 4

文学部 －

人文学科 4

教育学部 4 －

法学部 4 － 学士（法学）

経済学部

経済・経営学科 4

経済工学科 4

理学部 学士（理学）

物理学科 4

化学科 4

地球惑星科学科 4

数学科 4

生物学科 4

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

― ―

― ―

― ―

― ―

―

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

―

― ――

学生納付金以外の維持方法の概要 ―

105

学士（学術）

学士（学術）

420 1.02 平成30年度

151 604 平成12年度1.03

学士（学術）

学士（学術）

平成2年度

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書
視聴覚資料 機械・器具

大学全体
4,202,696〔1,812,778〕 76,859〔34,117〕 51,597〔51,580〕 9,784 97

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 2760 室

計

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

7,434,882

（4,202,696〔1,812,778〕） （76,859〔34,117〕） （51,597〔51,580〕） （9,784） （97） (7,434,882)

7,434,882

（4,202,696〔1,812,778〕） （76,859〔34,117〕） （51,597〔51,580〕） （9,784） （97） (7,434,882)

4,202,696〔1,812,778〕 76,859〔34,117〕 51,597〔51,580〕 9,784 97

体育館以外のスポーツ施設の概要

12,019㎡ 野 球 場 １ 面 ４ ０ ０ ㍍ ト ラ ッ ク １ 面

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

46,365㎡ 3,121　席　 5,363,972　冊　

― ― ―

― ― ― ―

第３年次

年 人

第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第６年次

―　　千円 ―　　千円 ―　　千円 ―　　千円 ―　　千円 ―　　千円

―

― ― ― ―

―

第５年次

昭和24年度

昭和24年度

大 学 の 名 称 九州大学　(Kyushu University)

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

46

体育館
面積

学術雑誌

人 倍年次
人

184

学士（文学）

学士（学術）

学士（教育
学）

1.07 昭和24年度

昭和24年度

昭和24年度

189 756 1.05 昭和24年度

141

85

3年次
10

3年次
10

584

360

学士（学術） 1.04

1.05

1.04

平成12年度

昭和52年度

1.06

学士（経済
学）

55

62

45

50

46

3年次
5

220

248

180

210

184

1.05

1.04

1.09

1.07

1.07

7



医学部 － 令和元年度入学
定員減

医学科 (△1人)

生命科学科

保健学科

歯学科 6

薬学部 －

創薬科学科

臨床薬学科

工学部 学士（工学）

電気情報工学科 学士（学術）

材料工学科

応用化学科

化学工学科

融合基礎工学科

機械工学科

航空宇宙工学科

量子物理工学科

船舶海洋工学科

土木工学科

建築学科

建築学科 令和3年度より学生募集停止

電気情報工学科 令和3年度より学生募集停止

物質科学工学科 令和3年度より学生募集停止

地球環境工学科 令和3年度より学生募集停止

エネルギー科学科 令和3年度より学生募集停止

機械航空工学科 令和3年度より学生募集停止

芸術工学部

芸術工学科

環境設計学科 令和2年度より学生募集停止

工業設計学科 令和2年度より学生募集停止

画像設計学科 令和2年度より学生募集停止

音響設計学科 令和2年度より学生募集停止

福岡市西区元岡744

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

3年次
20

学士（生命医
科学）

学士（看護学）

学士（保健学）

1.08

1.00

1.14

1.03

学士（学術）

664

48

536

学士（医学）

学士（学術）

歯学部 － 学士（歯学）

昭和24年度

平成19年度

平成14年度

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

53 318 0.99 昭和42年度

4

6

196

180

49

30

学士（創薬科
学）

学士（薬学）

1.03

1.05

1.02

平成18年度

平成18年度

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

6

4

4

110

12

134

地球資源システム工
学科

4

-

187

-

-

-

-

-

374

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

153

53

72

38

57

135

29

38

34

34

77

58

-

-

-

-

-

153

53

72

38

57

135

29

38

34

34

77

58

-

-

-

-

-

1.01

-

-

-

-

-

-

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和2年度

福岡市南区
塩原4丁目9番1号

-

-

-

-

学士（芸術工
学）

学士（学術） 1.02

-

-

-

-
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芸術情報設計学科 令和2年度より学生募集停止

生物資源環境学科

【大学院】

人文科学府 修士（文学）

人文基礎専攻 博士（文学）

修士課程 2

博士後期課程 3

歴史空間論専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

言語・文学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

地球社会統合科学府 修士（学術）

修士（理学）

修士課程 2 博士（学術）

博士後期課程 3 博士（理学）

人間環境学府

修士（文学）

修士課程

博士後期課程

修士（工学）

修士課程 2

博士後期課程 3 博士（文学）

行動システム専攻

修士課程 2

博士後期課程 3 博士（工学）

教育システム専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

空間システム専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

地球社会統合科学専攻

都市共生デザイン専攻

人間共生システム専攻

－

－

農学部

40

27

0.70

1.03

博士（人間環
境学）

博士（教育
学）

博士（心理
学）

－ 学士（農学）

平成12年度

20

9

福岡市西区元岡744

16

7

32

21

0.59

0.52

平成12年度

平成12年度

9

20 40

27

0.55

0.55

4

4

-

226

-

60

35

120

105

0.57

0.56

平成26年度

2

3

20

5

40

15

修士（人間環
境学）

修士（教育
学）

修士（心理
学）

－

1.20

0.66

平成12年度

11

9

22

27

0.67

0.88

平成12年度

17

10

34

30

1.08

0.96

平成12年度

19

9

38

27

0.55

0.47

平成17年度

28

7

56

21

1.49

0.37

平成12年度

学士（学術） 1.04 平成10年度

-

904

9



実践臨床心理学専攻

専門職学位課程 2

法学府 修士（法学）

法政理論専攻 博士（法学）

修士課程 2

博士後期課程 3

法務学府

実務法学専攻

専門職学位課程 3

経済学府

経済工学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

経済システム専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

専門職学位課程 2

理学府

物理学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

化学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

地球惑星科学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

数理学府

数理学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

システム生命科学府

博士課程 5

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

－

－

－

産業マネジメント専攻

システム生命科学専攻

30 60 0.95

平成17年度

平成22年度

72

17

134

51

0.44

0.25

45 135 0.85

法務博士（専
門職）

平成16年度

10

20 40

30

博士（経済
学）

経営修士（専
門職）

修士（経済
学）

0.95

0.36

平成12年度

27

14

54

42

0.92

0.37

平成15年度

45 90 0.96

平成15年度

修士（理学）

博士（理学） 平成20年度

41

14

82

42

1.07

0.47

－

62

19

124

57

1.00

0.62

平成20年度

41

14

82

42

1.05

0.59

平成12年度

54

20

108

60

修士（数理
学）

修士（技術数
理学）

博士（数理
学）

博士（機能数
理学）

1.06

0.56

平成12年度

－

54 270

修士（システ
ム生命科学）

修士（理学）

修士（工学） 1.35

平成15年度

－

10



医学系学府

医学専攻

博士課程 4

医科学専攻

修士課程 2

保健学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

専門職学位課程 2

歯学府 博士（歯学）

歯学専攻

博士課程 博士（学術）

薬学府

創薬科学専攻

修士課程 2

博士後期課程 3

臨床薬学専攻

博士課程 4

工学府 修士（工学）

材料工学専攻 博士（工学）

修士課程

博士後期課程

応用化学専攻

修士課程

博士後期課程

化学工学専攻

修士課程

博士後期課程

機械工学専攻

福岡市西区元岡744

医療経営・管理学専攻

4

－

既
設
大
学
等
の
状
況

平成15年度

平成19年度

平成21年度

医療経営・管
理学修士（専
門職）

平成13年度

修士（情報科
学）

博士（システ
ム生命科学）

博士（理学）

博士（工学）

博士（情報科
学）

107 428

20 40

修士（医科
学）

修士（看護学）

修士（保健学）

博士（医学）

博士（看護学）

－

43 172

博士（臨床歯
学）

0.84

平成12年度

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

55

12

110

36

修士（創薬科
学）

博士（創薬科
学）

博士（臨床薬
学）

博士（保健学）

27

10

54

30

20 40

1.27

0.63

0.90

－

－

5 20

平成22年度

平成24年度

平成24年度

0.88

1.41

0.75

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

43

10

43

10

1.09

0.80

2

3

2

3

2

3

68

18

30

8

68

18

30

8

1.13

1.00

1.16

0.12

福岡市東区
馬出3丁目1番1号

1.10

0.60

平成20年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

平成22年度

11



修士課程

博士後期課程

修士課程

博士後期課程

航空宇宙工学専攻

修士課程

博士後期課程

量子物理工学専攻
令和3年度より名称変更

修士課程

博士後期課程

船舶海洋工学専攻
令和3年度より名称変更

修士課程

博士後期課程

修士課程

博士後期課程

共同資源工学専攻

修士課程

土木工学専攻

修士課程

博士後期課程

物質創造工学専攻 令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

材料物性工学専攻 令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

物質プロセス工学専攻

化学システム工学専攻

建設システム工学専攻

3

2

3

2

3

2

2

3

2

3

2

3

2

3

20

-

-

-

-

-

-

52

16

-

-

2

3

2

3

2

3

2

2

3

73

16

35

9

30

10

30

10

25

8

20

8

10

52

16

-

-

-

-

-

-

-

-

135

48

65

27

60

34

30

10

25

8

40

24

1.30

0.89

1.00

0.99

-

-

1.26

0.34

0.76

0.3

1.12

0.37

1.2

1.33

1.4

1.25

1.25

-

-

平成22年度

平成12年度

令和3年度

令和3年度

平成12年度

平成29年度

令和3年度

-

-

-

-

地球資源システム工
学専攻

水素エネルギーシス
テム専攻

12



修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程 （名称変更）

博士後期課程

修士課程 令和3年度より学生募集停止

博士後期課程 （名称変更）

芸術工学府

芸術工学専攻

修士課程

博士後期課程

修士課程

博士後期課程

システム情報科学府

情報理工学専攻

修士課程

博士後期課程

電気電子工学専攻

修士課程

博士後期課程

情報学専攻 令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

情報知能工学専攻 令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

電気電子工学専攻 令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

総合理工学府

3

2

3

福岡市西区元岡744

－

海洋システム工学専攻

2

3

2

3

2

3

2

－

－

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

-

-

-

-

-

-

-

-

92

25

28

5

105

29

65

16

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

184

75

56

15

105

29

65

16

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

修士（芸術工
学）

修士（デザインスト
ラテジー）

博士（芸術工
学）

博士（工学）

1.19

0.68

1.17

1.06

平成15年度

平成18年度

平成20年度

福岡市南区
塩原4丁目9番1号

修士（情報科学）

修士（理学）

修士（理学）

修士（工学）

修士（学術）

博士（情報科学）

博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）

1.02

0.58

1.36

0.43

-

-

-

-

-

-

令和3年度

令和3年度

平成21年度

平成21年度

平成21年度

デザインストラテ
ジー専攻

エネルギー量子工学
専攻

都市環境システム工
学専攻

福岡県春日市
春日公園6丁目1番地
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総合理工学専攻

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

物質理工学専攻 令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

令和3年度より学生募集停止

修士課程

博士後期課程

生物資源環境科学府 修士（農学）

資源生物科学専攻 博士（農学）

修士課程

博士後期課程

環境農学専攻

修士課程

博士後期課程

農業資源経済学専攻

修士課程

博士後期課程

生命機能科学専攻

修士課程

博士後期課程

生物産業創成専攻 平成30年度より
学生募集停止

博士後期課程 -

統合新領域学府

福岡市西区元岡744

福岡市西区元岡744

－

－

平成22年度

平成22年度

平成22年度

0.8

0.66

0.96

0.6

平成22年度

平成22年度

修士（感性
学）

0.96

0.48

1.04

0.61

2

3

2

3

3

3

2

2

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

3

172

62

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

66

26

66

21

13

5

99

25

-

172

62

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

132

78

132

63

26

15

198

75

-

-

-

-

大気海洋環境システ
ム学専攻

環境エネルギー工学
専攻

先端エネルギー理工
学専攻

量子プロセス理工学
専攻

-

-

-

-

令和3年度修士（工学）

修士（学術）

博士（理学）

博士（工学）

博士（学術）

1.24

0.64

-

-

-
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ユーザー感性学専攻

修士課程

博士後期課程

修士課程

博士後期課程

修士課程

博士後期課程

博士（学術）

博士（感性
学）

博士（芸術工
学）

博士（工学）

博士（オートモー
ティブサイエンス）

博士（ライブラリー
サイエンス）

0.76

0.33

0.78

0.56

0.30

0.11

平成21年度

平成23年度

平成21年度

平成23年度

平成25年度

修士（芸術工
学）

修士（工学）

修士（オートモー
ティブサイエンス）

修士（ライブラリー
サイエンス）

修士（学術）

附属施設の概要

○附属病院
　名　　称：九州大学病院
  目　　的：患者の診療を通じて医学､歯学の教育と研究を行うこと｡
  所 在 地：福岡市東区馬出3-1-1
　設置年月：昭和24年5月
　規 模 等：土地面積313,745㎡
　　　　　（病院地区：九州大学病院､医学部､歯学部､薬学部､生体防御医学研究所）
            校舎等敷地88,043㎡（九州大学病院）
            病床数1,275床、診療科37科

○薬用植物園
　名　　称：九州大学薬学府附属薬用植物園
  目　　的：薬学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394(九州大学農学部附属演習林内)
　設置年月：昭和49年4月
　規 模 等：土地面積26,800㎡

○農場
　名　　称：九州大学農学部附属農場(高原農業実験実習場)
  目　　的：農学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(高原農業実験実習場)大分県竹田市久住町久住字4045-4）
　設置年月：大正10年4月
　規 模 等：土地面積168,171㎡

○演習林
　名　　称：九州大学農学部附属演習林
  目　　的：林学及び林産学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(福岡演習林)福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394
　　　　　　(宮崎演習林)宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内949
　　　　　　(北海道演習林)北海道足寄郡足寄町北五条1-85
　　　　　　(早良実習場)福岡県福岡市西区生の松原1-23-2
　設置年月：大正11年5月
　規 模 等：土地面積（全演習林の合計）71,425,335㎡

2

3

2

3

2

3

30

4

21

7

10

3

60

12

42

21

20

9

オートモーティブサ
イエンス専攻

ライブラリーサイエ
ンス専攻
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令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和4年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

九州大学 九州大学

共創学部 共創学部
　共創学科 105 － 420 　共創学科 105 － 420
文学部 文学部
　人文学科 151 － 604 　人文学科 151 － 604
教育学部 46 － 184 教育学部 46 － 184
法学部 189 756 法学部 189 756
経済学部 3年次 経済学部 3年次

　経済・経営学科 141 10 584 　経済・経営学科 141 10 584
　経済工学科 85 10 360 　経済工学科 85 10 360
理学部 理学部
　物理学科 55 － 220 　物理学科 55 － 220
　化学科 62 － 248 　化学科 62 － 248
　地球惑星科学科 45 3年次 180 　地球惑星科学科 45 3年次 180
　数学科 50 5 210 　数学科 50 5 210
　生物学科 46 － 184 　生物学科 46 － 184
医学部 医学部
　医学科 110 － 635 　医学科 110 － 635 定員変更（5）

　生命科学科 12 － 48 　生命科学科 12 － 48
　保健学科 134 － 536 　保健学科 134 － 536
歯学部 歯学部
　歯学科 53 － 318 　歯学科 53 － 318
薬学部 薬学部
　創薬科学科 49 － 196 　創薬科学科 49 － 196
　臨床薬学科 30 － 180 　臨床薬学科 30 － 180
工学部 工学部
　電気情報工学科 153 － 612 　電気情報工学科 153 － 612
　材料工学科 53 － 212 　材料工学科 53 － 212
　応用化学科 72 － 288 　応用化学科 72 － 288
　化学工学科 38 － 152 　化学工学科 38 － 152
　融合基礎工学科 57 20 268 　融合基礎工学科 57 20 268
　機械工学科 135 － 540 　機械工学科 135 － 540
　航空宇宙工学科 29 － 116 　航空宇宙工学科 29 － 116
　量子物理工学科 38 － 152 　量子物理工学科 38 － 152
　船舶海洋工学科 34 － 136 　船舶海洋工学科 34 － 136
　地球資源システム工学科 34 － 136 　地球資源システム工学科 34 － 136
　土木工学科 77 － 308 　土木工学科 77 － 308
　建築学科 58 － 232 　建築学科 58 － 232
芸術工学部 芸術工学部
　芸術工学科 187 － 748 　芸術工学科 187 － 748
農学部 農学部
　生物資源環境学科 226 － 904 　生物資源環境学科 226 － 904

国立大学法人九州大学　設置申請等に関わる組織の移行表

計 2,554 10,667 計 2,554 10,66745 45
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【大学院】 【大学院】
人文科学府 人文科学府
　人文基礎専攻 　人文基礎専攻
　　　修士課程 16 － 32 　　　修士課程 16 － 32
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　歴史空間論専攻 　歴史空間論専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　言語・文学専攻 　言語・文学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
地球社会統合科学府 地球社会統合科学府
　地球社会統合科学専攻 　地球社会統合科学専攻
　　　修士課程 60 － 120 　　　修士課程 60 － 120
　　　博士後期課程 35 － 105 　　　博士後期課程 35 － 105
人間環境学府 人間環境学府
　都市共生デザイン専攻 　都市共生デザイン専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15
　人間共生システム専攻 　人間共生システム専攻
　　　修士課程 11 － 22 　　　修士課程 11 － 22
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　行動システム専攻 　行動システム専攻
　　　修士課程 17 － 34 　　　修士課程 17 － 34

　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

　教育システム専攻 　教育システム専攻
　　　修士課程 19 － 38 　　　修士課程 19 － 38
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　空間システム専攻 　空間システム専攻
　　　修士課程 28 － 56 　　　修士課程 28 － 56
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　実践臨床心理学専攻 　実践臨床心理学専攻
　　　専門職学位課程 30 － 60 　　　専門職学位課程 30 － 60
法学府 法学府 －
　法政理論専攻 　法政理論専攻
　　　修士課程 72 － 134 　　　修士課程 72 － 134
　　　博士後期課程 17 － 51 　　　博士後期課程 17 － 51
法務学府 法務学府
　実務法学専攻 　実務法学専攻
　　　専門職学位課程 45 － 135 　　　専門職学位課程 45 － 135
経済学府 経済学府 －
　経済工学専攻 　経済工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （2）
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （3）
　経済システム専攻 　経済システム専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　産業マネジメント専攻 　産業マネジメント専攻
　　　専門職学位課程 45 － 90 　　　専門職学位課程 45 － 90
理学府 理学府
　物理学専攻 　物理学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　化学専攻 　化学専攻
　　　修士課程 62 － 124 　　　修士課程 62 － 124
　　　博士後期課程 19 － 57 　　　博士後期課程 19 － 57
　地球惑星科学専攻 　地球惑星科学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
数理学府 数理学府
　数理学専攻 　数理学専攻
　　　修士課程 54 － 108 　　　修士課程 54 － 108

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （8） （16）
　　　博士後期課程 20 － 60 　　　博士後期課程 20 － 60

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （9） （27）
システム生命科学府 システム生命科学府
　システム生命科学専攻 　システム生命科学専攻
　　　博士課程 54 － 270 　　　博士課程 54 － 270
医学系学府 医学系学府
　医学専攻 　医学専攻
　　　博士課程 107 － 428 　　　博士課程 107 － 428
　医科学専攻 　医科学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
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　保健学専攻 　保健学専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　医療経営・管理学専攻 　医療経営・管理学専攻
　　　専門職学位課程 20 － 40 　　　専門職学位課程 20 － 40
歯学府 歯学府
　歯学専攻 　歯学専攻
　　　博士課程 43 － 172 　　　博士課程 43 － 172
薬学府 薬学府
　創薬科学専攻 　創薬科学専攻
　　　修士課程 55 － 110 　　　修士課程 55 － 110
　　　博士後期課程 12 － 36 　　　博士後期課程 12 － 36
　臨床薬学専攻 　臨床薬学専攻
　　　博士課程 5 － 20 　　　博士課程 5 － 20
工学府 工学府
　材料工学専攻 　材料工学専攻
　　　修士課程 43 － 86 　　　修士課程 43 － 86
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　応用化学専攻 　応用化学専攻
　　　修士課程 68 － 136 　　　修士課程 68 － 136
　　　博士後期課程 18 － 54 　　　博士後期課程 18 － 54
　化学工学専攻 　化学工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　土木工学専攻 　土木工学専攻
　　　修士課程 52 － 104 　　　修士課程 52 － 104
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　船舶海洋工学専攻 　船舶海洋工学専攻
　　　修士課程 25 － 50 　　　修士課程 25 － 50
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　地球資源システム工学専攻 　地球資源システム工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　共同資源工学専攻 　共同資源工学専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　量子物理工学専攻 　量子物理工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　機械工学専攻 　機械工学専攻
　　　修士課程 73 － 146 　　　修士課程 73 － 146
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　水素エネルギーシステム専攻 　水素エネルギーシステム専攻
　　　修士課程 35 － 70 　　　修士課程 35 － 70
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　航空宇宙工学専攻 　航空宇宙工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
芸術工学府 芸術工学府
　芸術工学専攻
　　　修士課程 92 － 184 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　　　博士後期課程 25 － 75 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　デザインストラテジー専攻
　　　修士課程 28 － 56 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　　　博士後期課程 5 － 15 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　芸術工学専攻
　　　修士課程 120 － 240 専攻の設置（届出）

　　　博士後期課程 30 － 90 専攻の設置（届出）

システム情報科学府 システム情報科学府
　情報理工学専攻 　情報理工学専攻
　　　修士課程 105 － 210 　　　修士課程 105 － 210

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （2） （4）
　　　博士後期課程 29 － 87 　　　博士後期課程 29 － 87

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （3） （9）
　電気電子工学専攻 　電気電子工学専攻
　　　修士課程 65 － 130 　　　修士課程 65 － 130

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （2）
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （3）
総合理工学府 総合理工学府
　総合理工学専攻 　総合理工学専攻
　　　修士課程 172 － 344 　　　修士課程 172 － 344
　　　博士後期課程 62 － 186 　　　博士後期課程 62 － 186
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生物資源環境科学府 生物資源環境科学府
　資源生物科学専攻 　資源生物科学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 26 － 78 　　　博士後期課程 26 － 78
　環境農学専攻 　環境農学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 21 － 63 　　　博士後期課程 21 － 63
　農業資源経済学専攻 　農業資源経済学専攻
　　　修士課程 13 － 26 　　　修士課程 13 － 26
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15
　生命機能科学専攻 　生命機能科学専攻
　　　修士課程 99 － 198 　　　修士課程 99 － 198
　　　博士後期課程 25 － 75 　　　博士後期課程 25 － 75
統合新領域学府 統合新領域学府
　ユーザー感性学専攻 　ユーザー感性学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 4 － 12 　　　博士後期課程 4 － 12
　オートモーティブサイエンス専攻 　オートモーティブサイエンス専攻
　　　修士課程 21 － 42 　　　修士課程 21 － 42
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　ライブラリーサイエンス専攻 　ライブラリーサイエンス専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　　　博士後期課程 3 － 9 　　　博士後期課程 3 － 9

マス・フォア・イノベーション連係学府
研究科等連係課程実施基
本組織の設置

　　  博士前期課程 <12> － <24> 各連係協力学府の定員の内数

　　　博士後期課程 <14> － <42> 各連係協力学府の定員の内数

<26> － <66>

※　<　>は、研究科等連係課程実施基本組織の定員数であり、各連係協力学府の定員の内数

2,733 － 6,554
計 2,733 － 6,544 計
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附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３条第５項の規定に基づ

き、学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項を

定めるものとする。

（修業年限等）

第２条 修業年限は、４年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科の修業年限は、６年

とする。 【学教法第８７条】

３ 九州大学（以下「本学」という。）の科目等履修生として一定の単位を修得した者が本学に

入学する場合において、当該単位の修得により教育課程の一部を履修したと認められるときは、

その単位数に応じて相当期間を修業年限の２分の１を超えない範囲で修業年限に通算すること

ができる。

４ 前項の修業年限の通算は、学部教授会の議を経て各学部長が定める。

（在学期間の限度）

第３条 在学期間の限度は、８年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科の在学期間の限度は、

１２年とする。

（定員）

第４条 各学部・学科の学生定員は、別表のとおりとする。

（学年及び学期）

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 【学教法規則第１６３条】

２ 学期の区分は、各学部規則において定める。 【大学設置基準第２３条】

３ 前項に定める各学期は、２つの授業期間に区分することができる。

（休業日）

第６条 休業日（授業を行わない日）は、次のとおりとする。

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

本学記念日 ５月１１日

別に定める春季、夏季及び冬季の各休業日 【大学設置基準第２２条】

２ 臨時の休業日は、その都度定める。

３ 前２項の休業日において、特に必要がある場合には、授業を行うことがある。

第２章 入学、再入学、転学部、転入学及び編入学

（入学の時期）

第７条 学生の入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特に必要があり、かつ、教育上支障

がないと認めるときは、学期の始めに入学させることができる。
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【学教法規則第１６３条】

（入学資格）

第８条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により、これ

に相当する学校教育を修了した者

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭

和２６年文部省令第１３号。以下この条において「旧規程」という。）による大学入学資格

検定（以下この条において「旧検定」という。）に合格した者を含む。）

(8) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条第２項の規定により大学に入学した者で

あって、本学において、本学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、１８歳に達したもの 【学教法第９０条、学教法規則第１５０条】

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本学の定める分野に

おいて特に優れた資質を有すると認めるものを、本学に入学させることができる。

(1) 高等学校に２年以上在学した者

(2) 中等教育学校の後期課程、高等専門学校又は特別支援学校の高等部に２年以上在学した者

(3) 外国において、学校教育における９年の課程に引き続く学校教育の課程に２年以上在学し

た者

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

（高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定したものを含む。)の当該課程に

２年以上在学した者

(5) 前項第５号に規定する専修学校の高等課程に同号に規定する文部科学大臣が定める日以後

において２年以上在学した者

(6) 文部科学大臣が指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則第４条に定める試験科目の全部（試験の免除を受けた試験

科目を除く。）について合格点を得た者（旧規程第４条に規定する受験科目の全部（旧検定

の一部免除を受けた者については、その免除を受けた科目を除く。）について合格点を得た

者を含む。）で１７歳に達したもの

【学教法第９０条、学教法規則第１５３条、第１５４条】

（入学の出願）

第９条 入学を志願する者は、所定の期日までに、入学志願票に、所定の入学検定料その他別に

定める書類を添えて願い出なければならない。

（入学者選抜）

第１０条 前条の入学を志願する者については、入学者選抜を行う。 【学教法規則第１４４条】

（入学の手続及び許可）

第１０条の２ 総長は、前条の入学者選抜の結果合格した者で、所定の期日までに入学料の納付

（入学料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては、当該免除又

は徴収猶予に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。

（再入学）

第１１条 第２６条の規定により退学した後、再び同一学部に入学を志願する者については、選
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考の上、再入学を許可することがある。

（転入学又は編入学）

第１２条 次の各号のいずれかに該当する者については、選考の上、転入学又は編入学を許可す

ることができる。

(1) 他の大学の学生で、本学に転入学を志願する者

(2) 我が国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学した

者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）で、本学に転入学を志願するもの

(3) 大学において単位（科目等履修生として修得した単位を除く。）を修得した者で、編入学

を志願するもの

(4) 大学を卒業し、又は学校教育法第１０４条第７項の規定により学士の学位を授与された者

で、編入学を志願するもの

(5) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者で、編入学を志願するもの

(6) 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を我が国において修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、本学に編入学を志願するもの

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、編入学を志願するもの

(8) 高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、編入学を志願するもの

（転学部）
第１２条の２ 学部長は、本学の学生で転学部を志願する者について、学部教授会の議を経て

選考の上、転学部を許可することができる。

（再入学、転入学及び編入学の手続及び許可）

第１３条 第１１条及び第１２条に規定する再入学、転入学及び編入学に係る手続及び許可につ

いては、第１０条の２の規定を準用する。

（再入学等における修業年限等の取扱い）

第１４条 第１１条から第１２条の２までの規定により再入学、転学部、転入学及び編入学（以

下「再入学等」という。）を許可された者の修業年限及び既修得単位の認定については、学部

教授会の議を経て各学部長が別に定める。

２ 前項の規定により修業年限を定められた者の在学期間の限度は、当該修業年限の２倍とする。

第３章 教育課程、卒業の認定等

（教育課程）

第１５条 各学部の教育課程は、基幹教育科目及び専攻教育科目により編成するものとする。

２ 前項の基幹教育科目の履修については、別に定める。

３ 第１項の教育課程及び卒業の認定については、各学部規則において定める。

（チャレンジ２１）

第１６条 本学に、学部ごとに編成する教育課程のほか、学部共通の課程を置く。

２ 前項の課程をチャレンジ２１と称し、当該課程について必要な事項は、別に定める。

（授業の方法）

第１６条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。

２ 各学部は、文部科学大臣が定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 各学部は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。第２項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい

ても、同様とする。 【大学設置基準第２５条】
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（単位の計算方法）

第１７条 各授業科目（基幹教育科目を除く。）の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学

修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教

育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で各学部規則に定める時間の

授業をもって１単位とする。

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で各学部規則に定める

時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授

業については、当該学部規則に定める時間の授業をもって１単位とすることができる。

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用によ

り行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して当該学部

規則に定める時間の授業をもって１単位とする。 【大学設置基準第２１条】

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目について、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認める場合には、これらに必要な学修等を

考慮して、単位数を定めることができる。 【大学設置基準第２１条】

３ 基幹教育科目の各授業科目の単位の計算方法は、別に定める。

（成績評価基準等の明示等）

第１７条の２ 学部長は、学生に対して、授業科目の授業の方法及び内容並びに１年間の授業の

計画をあらかじめ明示するものとする。

２ 学部長は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保す

るため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に

行うものとする。 【大学設置基準第２５条の２】

（成績評価）
第１７条の３ 学生が履修した授業科目について、試験により成績評価を行う。ただし、平素
の成績をもって、試験の成績に代えることができる。

２ 各授業科目の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦの５種の評語をもってあらわし、Ｓ、Ａ、Ｂ
及びＣを合格とし、Ｆを不合格とする。
Ｓ 基準を大きく超えて優秀である。
Ａ 基準を超えて優秀である。
Ｂ 望ましい基準に達している。
Ｃ 単位を認める最低限の基準には達している。
Ｆ 基準を大きく下回る。

３ 前項の規定にかかわらず、演習、実験、実習等の合否等により判定する授業科目は、Ｒ又
はＦの評語をもってあらわすことができるものとし、Ｒを合格とする。

４ 前３項に定めるもののほか成績評価に関し必要な事項は、別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第１７条の４ 学部長は、当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び

研究を実施するものとする。 【大学設置基準第２５条の３】

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第１８条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修し

た授業科目について修得した単位を、当該学部における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 【大学設置基準第２８条】

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国の大学又は短期大学

が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学

の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履

修する場合について準用する。 【大学設置基準第２８条】

（休学期間中の外国の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第１９条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が休学期間中に外国の大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得
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したものとみなすことができる。

（大学以外の教育施設における学修）

第２０条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、

学部教授会の議を経て各学部長が定めるところにより単位を与えることができる。

【大学設置基準第２９条】

（入学前の既修得単位等の認定）

第２１条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８

号）第３１条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後

の本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。外国の大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位についても同様とする。

【大学設置基準第３０条】

２ 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条に規定する学

修を、本学における授業科目の履修とみなし、学部教授会の議を経て各学部長が定めるところ

により単位を与えることができる。 【大学設置基準第３０条】

（本学において修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数の限度）

第２２条 第１８条から前条までの規定により本学において修得したものとみなし、又は与える

ことのできる単位数は、第１１条及び第１２条に規定する再入学等の場合を除き、合わせて

６０単位を超えないものとする。この場合において、入学前の既修得単位等で第１５条第１項

に規定する基幹教育科目の授業科目の履修により修得したものとみなし、又は与えることので

きる単位数は、３０単位を超えないものとする。

【大学設置基準第２８条、第２９条、第３０条】

（長期にわたる教育課程の履修）

第２３条 学生が、職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を学部長に申し出たときは、学部教授会の

議を経て各学部長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。

【大学設置基準第３０条の２】

（卒業）

第２４条 第２条に規定する期間在学し、所定の授業科目及び単位数を履修修得した者は、卒業

者とし、これに卒業証書を授与する。 【大学設置基準第３２条】

２ 前項の規定にかかわらず、本学の各学部(医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科を除

く。)に３年以上在学した者で、各学部規則の定めるところにより、所定の授業科目及び単位

数を優秀な成績で履修修得したものは、卒業者とし、卒業証書を授与することができる。

３ 第１項の規定による卒業に必要な単位のうち、第１６条の２第２項及び第３項に規定する授

業の方法により修得する単位数は、６０単位を超えないものとする。ただし、卒業に必要な単

位が１２４単位（医学部医学科及び歯学部歯学科にあっては１８８単位、薬学部臨床薬学科に

あっては１８６単位）を超える学部にあっては、その超える部分の単位数を６０単位に加える

ことができる。 【学教法第８９条】

（学位の授与）

第２５条 卒業者には、九州大学学位規則(平成１６年度九大規則第８６号)の定めるところによ

り、学士の学位を授与するものとする。 【学教法第１０４条】【学位規則第２条】

第４章 退学、転学、留学及び休学

（退学）

第２６条 学生が退学しようとするときは、学部長を経て総長に退学許可願を提出し、その許可

を受けなければならない。

（転学）

第２７条 他の大学に転学を志望する学生は、学部長を経て総長に転学許可願を提出し、その許

可を受けなければならない。

（留学）
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第２８条 外国の大学又は短期大学に留学を志望する学生は、学部長に留学許可願を提出し、そ

の許可を受けなければならない。

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第２条の修業年限に通算することができる。

（休学）

第２９条 疾病又は経済的理由のため２月以上修学できない学生は、学部長の許可を得て、その

学年の終りまで休学することができる。

２ 前項のほか、特別の事情があると認められたときは、学部長は、休学を許可することができ

る。

第３０条 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては、学部長は、休学を命ずること

ができる。

第３１条 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学部長の許可を得て、復学することがで

きる。

第３２条 休学した期間は、在学期間に算入しない。

第３３条 休学期間は、第２条に規定する修業年限の年数を超えることはできない。ただし、第

１１条又は第１２条の規定により再入学等をした者の休学期間は、第１４条第１項に規定する

修業年限の年数を超えることができない。

第５章 表彰、除籍及び懲戒

（表彰）

第３４条 学生に表彰に価する行為があったときは、総長が表彰することがある。

２ 表彰に関し必要な事項は、別に定める。

（除籍）

第３５条 総長は、学部長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

当該学生を除籍することができる。

(1) 欠席が長期にわたるとき。

(2) 成業の見込みがないとき。

(3) 長期間にわたり行方不明のとき。

(4) 第３条又は第１４条第２項に規定する在学期間の限度を超えたとき。

(5) 第３３条に規定する休学期間を超えてなお復学できないとき。

第３６条 総長は、学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、当該学生を除籍する。

(1) 入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予さ

れた者若しくは徴収の猶予を不許可とされた者が、所定の期日までに入学料を納付しないと

き。

(2) 授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないとき。

（懲戒）

第３７条 総長は、学生が本学の規則に違反し、又はその本分に反する行為があったときは、当

該学生を懲戒する。

２ 前項の場合における懲戒は、訓告、停学及び退学とする。

３ 懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は、別に定める。
第６章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料

（検定料）

第３８条 入学（再入学、転入学又は編入学を含む。次条において同じ。）を志願する者は、検

定料を納付しなければならない。

（入学料）

第３９条 入学に当たっては、入学料を納付しなければならない。

２ 入学料の納付が困難な者に対し、その全部若しくは一部を免除し、又は徴収猶予することが

できる。

３ 前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料）

第４０条 各年度に係る授業料は、次の表に掲げる納付区分ごとに、それぞれ授業料の年額の２

分の１に相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし、当該期の授業料
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の免除、徴収猶予又は月割分納を申請した者の納期については、この限りでない。

納 付 区 分 納 期

前期（４月１日から９月３０日まで） ４月３０日まで

後期（１０月１日から３月３１日まで） １０月３１日まで

２ 休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は、その期間分の授業料を免除する。

３ 経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ、かつ、学業が優秀と認め

られる者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については、授業料の全部若し

くは一部を免除し、徴収猶予し、又は月割分納を許可することができる。

４ 前項の授業料の免除、徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は、別に定める。

（寄宿料）

第４１条 寄宿舎に入居した者は、所定の期日までに、寄宿料を納付しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認められる者については、寄宿料を免除する

ことができる。

（検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額等）

第４２条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額、徴収方法その他の必要な事項については、

国立大学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成１６年度九大会規第

１２号。以下「費用規程」という。）に定める。

第７章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生

（科目等履修生）

第４３条 本学の学生以外の者で、学部の授業科目のうち一又は複数の授業科目を履修すること

を志願する者があるときは、科目等履修生として入学を許可することがある。

【大学設置基準第３１条】

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。

（聴講生）

第４４条 本学において、学部で開講する特定の授業科目を聴講することを志願する者があると

きは、当該学部の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、聴講生として入学を許可する

ことがある。

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。

（特別聴講学生）

第４５条 他の大学又は外国の大学の学生で、本学において、学部で開講する特定の授業科目を

履修することを志願する者があるときは、当該他の大学又は外国の大学との協議に基づき、特

別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。

（研究生及び専修生）

第４６条 学部において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、当

該学部の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、研究生又は専修生として入学を許可す

ることがある。

２ 研究生及び専修生に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料等）

第４７条 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生の検定料、入学料及び授業

料の額、徴収方法その他の必要な事項については、費用規程に定める。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者の教

育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州大学通則（昭和２４年６月

１日施行）等の規定によるものとする。
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附 則（平成１６年度九大規則第１９４号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３１号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３２号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第５９号）

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 改正後の九州大学学部通則第１６条の２の規定は、平成２０年度に九州大学に入学する者か

ら適用する。

附 則（平成２０年度九大規則第３８号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８４号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則第１５条及び第２２条の規定は、平成２６年度に

九州大学に入学する者から適用し、平成２６年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３６号）

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６８号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則は、平成３０年度に九州大学に入学する者から適

用し、平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に

ついては、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第６１号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２５号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規則第４２号）

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則第１２条第４号の規定は、平成３１年４月１日か

ら適用する。

３ この規則による改正後の九州大学学部通則第１７条の３の規定は、令和３年度に九州大学に

入学する者から適用し、令和３年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続
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き在学する者については、なお従前の例による。

附 則（令和３年度九大規則第 号）

この規則は、令和４年４月１日から施行する。
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別表（第４条関係）

学 生 定 員

学 部 名 学 科 名 収容定員

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

共創学部 共創学科 105 105 105 105 － － 420

文学部 人文学科 151 151 151 151 － － 604

教育学部 46 46 46 46 － － 184

法学部 189 189 189 189 － － 756

経済学部 経済・経営学科 141 141 141 141 － － 564
(10) (10) (20)

経済工学科 85 85 85 85 － － 340
(10) (10) (20)

計 226 226 226 226 － － 904
(20) (20) (40)

理学部 物理学科 55 55 55 55 － － 220

化学科 62 62 62 62 － － 248

地球惑星科学科 45 45 45 45 － － 180

数学科 50 50 50 50 － － 200
(5) (5) (10)

生物学科 46 46 46 46 － － 184

計 258 258 258 258 － － 1,032
(5) (5) (10)

医学部 医学科 110 110 110 111 111 111 663

生命科学科 12 12 12 12 － － 48

保健学科 134 134 134 134 － － 536

計 256 256 256 257 111 111 1,247

歯学部 歯学科 53 53 53 53 53 53 318

薬学部 創薬科学科 49 49 49 49 － － 196

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180
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計 79 79 79 79 30 30 376

工学部 電気情報工学科 153 153 － － － － 306

材料工学科 53 53 － － － － 106

応用化学科 72 72 － － － － 144

化学工学科 38 38 － － － － 76

融合基礎工学科 57 57 － － － － 114

機械工学科 135 135 － － － － 270

航空宇宙工学科 29 29 － － － － 58

量子物理工学科 38 38 － － － － 76

船舶海洋工学科 34 34 － － － － 68

地球資源システム 34 34 － － － － 68
工学科

土木工学科 77 77 － － － － 154

建築学科 58 58 － － － － 116

（建築学科） － － 58 58 － － 116

（電気情報工学 － － 153 153 － － 306
科）

（物質科学工学 － － 163 163 － － 326
科）

（地球環境工学 － － 145 145 － － 290
科）

（エネルギー科学 － － 95 95 － － 190
科）

（機械航空工学 － － 164 164 － － 328
科）

計 778 778 778 778 － － 3,112

芸術工学部 芸術工学科 187 187 187 － － － 561

（環境設計学科） － － － 35 － － 35
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（工業設計学科） － － － 45 － － 45

（画像設計学科） － － － 35 － － 35

（音響設計学科） － － － 35 － － 35

（芸術情報設計学 － － － 37 － － 37
科）

計 187 187 187 187 － － 748

農学部 生物資源環境学科 226 226 226 226 － － 904

総 計 2,554 2,554 2,554 2,555 194 194 10,605
(25) (25) (50)

（備考）

１ 学生定員の（ ）を付したものは３年次編入学定員で外数

２ （ ）を付した学科は、学部の改組により、学生募集を停止したものである。

３ 外国人である学生は、定員外とすることができる。

４ 医学部医学科の学生定員については、次の閣議決定に基づく臨時定員増の措置による

入学定員の増員数を含む。

・「経済財政改革の基本方針２００９」（平成２１年６月２３日閣議決定）

措置期間：平成２２年度～令和元年度 増員数：各年度 1 年次５名

・「新成長戦略」（平成２２年６月１８日閣議決定）

措置期間：平成２３年度～令和元年度 増員数：各年度１年次１名

・「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」（平成３０年６月１５日閣議決定）

措置期間：令和２年度～令和３年度 増員数：各年度 1 年次５名

・「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」（平成３０年６月１５日閣議決定）及び

令和４年度の医学部臨時定員の暫定的な維持について（通知）」（令和２年１１月２

５日付２文科高第７３９号医政発１１２５第５号）

措置期間：令和４年度 増員数：1 年次５名
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九州大学学部通則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ４ 年 度 九 大 規 則  号 

制  定：令和 ４年  月  日 

医学部医学科の学生定員（令和４年度）を変更することに伴い、九州大学学部通則（平成１６

年度九大規則第２号）の一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

 （定員） 
第４条 各学部・学科の学生定員は、別表の

とおりとする。 
（略） 

別表 （別紙のとおり） 

（略） 

（定員） 
第４条 （同左） 

 

（略） 
別表 （別紙のとおり） 

附 則 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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（別紙） 

 

 新  

 

別表（第４条関係） 

学 部 名 学 科 名 
学 生 定 員 

収容定員 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

共創学部 共創学科 105 

 

105 105 105 － － 420 

文学部 人文学科 151 

 

151 151 151 － － 604 

教育学部  46 

 

46 46 46 － － 184 

法学部  189 

 

189 189 189 － － 756 

 

経済学部 経済・経営学科 141 

 

141 141 

(10) 

141 

(10) 

－ － 564 

(20) 

経済工学科 85 

 

85 85 

(10) 

85 

(10) 

－ － 340 

(20) 

計 226 

 

226 226 

(20) 

226 

(20) 

－ － 904 

(40) 

理学部 物理学科 55 

 

55 55 55 － － 220 

 

化学科 62 

 

62 62 62 － － 248 

地球惑星科学科 45 

 

45 45 45 － － 180 

数学科 50 

 

50 50 

(5) 

50 

 (5) 

－ － 200 

(10) 

生物学科 46 

 

46 46 46 － － 184 

計 258 

 

258 258 

(5) 

258 

 (5) 

－ － 1,032 

(10) 

医学部 医学科 110 

 

110 110 111 111 111 663 

生命科学科 12 

 

12     12 12 － － 48 

保健学科 134 

 

134 134 134 － － 536 

計 256 

 

256 256 257 111 111 1,247 

歯学部 歯学科 53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

318 

 

薬学部 創薬科学科 49 

 

49 49 49 － － 196 

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180 
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計 79 

 

79 79 79 30 30 376 

工学部 電気情報工学科 153 153 － － － － 306 

材料工学科 53 53 － － － － 106 

応用化学科 72 72 － － － － 144 

化学工学科 38 38 － － － － 76 

融合基礎工学科 57 57 － － － － 114 

機械工学科 135 135 － － － － 270 

航空宇宙工学科 29 29 － － － － 58 

量子物理工学科 38 38 － － － － 76 

船舶海洋工学科 34 34 － － － － 68 

地球資源システム工学

科 

34 34 － － － － 68 

土木工学科 77 77 － － － － 154 

建築学科 58 58 － － － － 116 

（建築学科） － － 58 58 － － 116 

（電気情報工学科） － － 153 153 － － 306 

（物質科学工学科） － － 163 163 － － 326 

（地球環境工学科） － － 145 145 － － 290 

（エネルギー科学科） － － 95 95 － － 190 

（機械航空工学科） － － 164 164 － － 328 

計 778 

 

778 778 778 － － 3,112 

芸術工学

部 

芸術工学科 

 

187 187 187 － － － 561 

（環境設計学科） 

 

－ － － 35 － － 35 

（工業設計学科） 

 

－ － － 45 － － 45 
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（画像設計学科） 

 

－ － － 35 － － 35 

（音響設計学科） 

 

－ － － 35 － － 35 

（芸術情報設計学科） 

 

－ － － 37 － － 37 

計 187 

 

187 187 187 － － 748 

農学部 生物資源環境学科 226 

 

226 226 226 － － 904 

総                計 2,554 

 

2,554 

 

2,554 

(25) 

2,555 

(25) 

194 

 

194 10,605 

(50) 

（備考） 

  １ 学生定員の（ ）を付したものは３年次編入学定員で外数 

    ２ （ ）を付した学科は、学部の改組により、学生募集を停止したものである。 

    ３ 外国人である学生は、定員外とすることができる。 

４ 医学部医学科の学生定員については、次の閣議決定に基づく臨時定員増の措置による 

入学定員の増員数を含む。 

  ・「経済財政改革の基本方針２００９」（平成２１年６月２３日閣議決定） 

措置期間：平成２２年度～令和元年度 増員数：各年度 1年次５名 

  ・「新成長戦略」（平成２２年６月１８日閣議決定） 

措置期間：平成２３年度～令和元年度 増員数：各年度１年次１名 

  ・「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」（平成３０年６月１５日閣議決定） 

措置期間：令和２年度～令和３年度 増員数：各年度 1年次５名 

  ・「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」（平成３０年６月１５日閣議決定）及び

「令和４年度の医学部臨時定員の暫定的な維持について（通知）」（令和２年１１

月２５日付２文科高第７３９号医政発１１２５第５号） 

措置期間：令和４年度 増員数：1年次５名  
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（別紙） 

 

 旧  

 

別表（第４条関係） 

学 部 名 学 科 名 
学 生 定 員 

収容定員 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

共創学部 共創学科 105 

 

105 105 105 － － 420 

文学部 人文学科 151 

 

151 151 151 － － 604 

教育学部  46 

 

46 46 46 － － 184 

法学部  189 

 

189 189 189 － － 756 

 

経済学部 経済・経営学科 141 

 

141 141 

(10) 

141 

(10) 

－ － 564 

(20) 

経済工学科 85 

 

85 85 

(10) 

85 

(10) 

－ － 340 

(20) 

計 226 

 

226 226 

(20) 

226 

(20) 

－ － 904 

(40) 

理学部 物理学科 55 

 

55 55 55 － － 220 

 

化学科 62 

 

62 62 62 － － 248 

地球惑星科学科 45 

 

45 45 45 － － 180 

数学科 50 

 

50 50 

(5) 

50 

 (5) 

－ － 200 

(10) 

生物学科 46 

 

46 46 46 － － 184 

計 258 

 

258 258 

(5) 

258 

 (5) 

－ － 1,032 

(10) 

医学部 医学科 110 

 

110 111 111 111 111 664 

生命科学科 12 

 

12     12 12 － － 48 

保健学科 134 

 

134 134 134 － － 536 

計 256 

 

256 257 257 111 111 1,248 

歯学部 歯学科 53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

318 

 

薬学部 創薬科学科 49 

 

49 49 49 － － 196 

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180 
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計 79 

 

79 79 79 30 30 376 

工学部 電気情報工学科 153 － － － － － 153 

材料工学科 53 － － － － － 53 

応用化学科 72 － － － － － 72 

化学工学科 38 － － － － － 38 

融合基礎工学科 57 － － － － － 57 

機械工学科 135 － － － － － 135 

航空宇宙工学科 29 － － － － － 29 

量子物理工学科 38 － － － － － 38 

船舶海洋工学科 34 － － － － － 34 

地球資源システム工学

科 

34 － － － － － 34 

土木工学科 77 － － － － － 77 

建築学科 58 － － － － － 58 

（建築学科） － 58 58 58 － － 174 

（電気情報工学科） － 153 153 153 － － 459 

（物質科学工学科） － 163 163 163 － － 489 

（地球環境工学科） － 145 145 145 － － 435 

（エネルギー科学科） － 95 95 95 － － 285 

（機械航空工学科） － 164 164 164 － － 492 

計 778 

 

778 778 778 － － 3,112 

芸術工学

部 

芸術工学科 

 

187 187 － － － － 374 

（環境設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（工業設計学科） 

 

－ － 45 45 － － 90 



 

- 38 - 
 

（画像設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（音響設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（芸術情報設計学科） 

 

－ － 37 37 － － 74 

計 187 

 

187 187 187 － － 748 

農学部 生物資源環境学科 226 

 

226 226 226 － － 904 

総                計 2,554 

 

2,554 

 

2,555 

(25) 

2,555 

(25) 

194 

 

194 10,606 

(50) 

（備考） 

  １ 学生定員の（ ）を付したものは３年次編入学定員で外数 

    ２ （ ）を付した学科は、学部の改組により、学生募集を停止したものである。 

    ３ 外国人である学生は、定員外とすることができる。 
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学則の変更の趣旨を記載した書類（目次） 

 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 ・・・・・・・・ ２ 

 

(ｱ) 教育課程の変更内容 ・・・・・・・・・・・ ２ 

 

(ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容 ・・・ ３ 

 

(ｳ) 教員組織の変更内容 ・・・・・・・・・・・ ４ 

 

(ｴ) 大学全体の施設・設備の変更内容 ・・・・・ ４ 

 

エ 大学設置基準第２５条の４の規定に基づき授業の一部をサテライトキャンパス等の 

校舎以外の場所で行う場合の具体的計画 ・・・・・・・・・・・・・・ ４ 
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 

九州大学医学部医学科の入学定員については、平成２１年度に「経済財政改革の基本

方針２００８」に基づき５名の恒久定員増を実施し１０５名とした。また、平成２２年

度に「経済財政改革の基本方針２００９」に基づき５名、平成２３年度に「新成長戦略」

に基づき１名について、平成３１年度までの期限を付した臨時定員増をそれぞれ実施し

た。平成２２年度に臨時定員増を実施した５名の入学定員については、令和２年度及び

令和３年度についても臨時定員増を実施したところであるが、令和４年度においても入

学定員５名増を行い、１０５名から１１０名に変更する。これに併せて、学年進行終了

時の令和９年度の収容定員についても令和４年度までの期限を付した臨時の入学定員増

を踏まえ、再度の定員増を行わなかった場合の６３０名から６３５名に変更する。 

 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 

  臨時入学定員が令和３年度末で解消となるため、その必要性を精査した結果、地域の

医師確保等の観点から、入学定員増を必要とするもので、今回の入学定員増は、平成

２２年度の歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴うものと同等数である。 

本学では、地域住民の医療の均てん化のために九州沖縄各県のみならず九州以外の

基幹病院等へ多くの医師を派遣しているが、地域病院機能の維持のためには、更なる

派遣医師の増員が必要であり、医師養成が必要となる。また、医師不足が深刻化して

いる産科、小児科及び救急医療について、この分野での医師養成は必須であり、併せ

て女性医師育児休業後の支援や再就業の調整も行っていくことが必要である。 

 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

(ｱ) 教育課程の変更内容 

 

  九州大学医学部では医学の使命を達するための医師育成の教育課程の多くを既に導入

しており、現時点においては、現状のカリキュラムで対応可能と判断しているため特段

の変更は行わない。 
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(ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

 

教育課程の変更を予定していないため、教育方法及び履修指導方法の変更は行わない。 

なお、医学部医学科の授業科目は、教養科目の基幹教育科目と専攻教育科目とで構成さ

れ、双方の科目を６年間の一貫教育として実施しているが、特に以下の授業科目の中で、

地域医療を担う医師の育成のための教育としての取組を行っており、同窓会や地域の医師

会の協力を得て、地域の医療福祉施設等での体験学習も行っている。 

 

 

①専攻教育科目 

ａ）「系統医学Ⅰ」 

・臨床配属Ⅰ：２２コマ（実習、必修） 受講学年：２年 

ｂ）「系統医学Ⅲ」 

・救急医療：９コマ（講義、必修） 受講学年：４年 

・総合診療：８コマ（講義、必修） 受講学年：４年 

・老年病学：１２コマ（講義、必修） 受講学年：４年 

・リハビリテーション：６コマ（講義、必修） 受講学年：４年 

・緩和ケア：１２コマ（講義、必修） 受講学年：４年 

ｃ）「総合医学Ⅲ」 

・地域包括ケアシステム：８コマ（講義、選択必修） 受講学年：４年 

ｄ）「臨床実習Ⅰ」 

・臨床実習：年間（実習、必修） 受講学年：５年 

地域医療機関の小児科、小児外科、循環器内科、心臓外科、眼科、第二外科、泌尿

器科、救命救急センター、整形外科、産科婦人科で模擬診療型または診療参加型実習

（半日～１日/科）並びに地域医療実習（１週間）を必修として実施。 

ｅ）「臨床実習Ⅱ」 

・クリニカルクラークシップ：年間（実習、必修） 受講学年：６年 

各診療科（４診療科選択・各４週間）で、九大病院での実習の他に地域医療機関で

も実習を実施。また、上記で「地域医療教育ユニット」を選択した場合、４週間全て

地域の診療所・保健所等での実習となる。 

 

②基幹教育科目 

・インフォームドコンセント：１０コマ（講義・演習、選択必修）受講学年：４年 

※高年次基幹教育科目として、医歯薬学部合同授業として実施 
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 (ｳ) 教員組織の変更内容 

  

現状のカリキュラム及び定員に対応した教員配置がなされているため、特段の変更は

行わない。 

 

 (ｴ) 大学全体の施設・設備の変更内容 

①  現有施設の改修について 

 平成２１年度以降の定員増に伴い、必要な施設整備を行い、現在の定員への対応

が可能となったことから、特段の整備を必要としない。 

 

②  新規施設の建設について 

引き続き現有施設での対応が可能であり、新規施設建設は行わない。 

 

 

エ 大学設置基準第２５条の４の規定に基づき授業の一部をサテライトキャンパス等の校

舎以外の場所で行う場合の具体的計画 

 

  本校の校舎以外の場所での授業開講はない。 

 

 

 



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
ｲｼﾊﾞｼ　ﾀﾂﾛｳ
石橋　達朗

＜令和2年10月＞
医学博士

九州大学学長
（令和2.10～令和8.9）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

1
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